
	

第
3
章	

地
域
に
お
け
る
食
育
の
推
進

94

沖縄大学管理栄養学科子ども食堂サポートチーム（以下「管理栄養学科」という。）は、那
な

覇
は
市内の関係機関やこども食堂、ボランティア団体と協力して、県内の子供の貧困等の課題を

食の面から支援しています。
管理栄養学科は、令和元（2019）年に沖縄県で初めての管理栄養士養成施設として指定さ

れました。管理栄養学科第一期生の一人が、こども食堂で調理の手伝いに参加したことをきっ
かけに、学生と、こども食堂の子供たちやスタッフとの交流が始まりました。
学生たちがこども食堂の調理を支援するボランティアに定期的に参加することにより、学生

たちが普段は関わることが少ない子供との交流が生まれ、子供たちが食の楽しさや興味をもつ
機会につながっています。また、学生はこども食堂が「子供を中心とした多世代交流の地域拠
点」であることを学ぶことができ、幅広い視野を持った管理栄養士の養成にもつながっています。
このほか、こども食堂の調理支援をする中で得た気づきや課題をより深く学び、実践するた

めに、学生自らが企画を考え、様々な取組を行っています。令和２（2020）年度には、ひと
り親世帯を対象に、栄養バランスを考慮した弁当50食を無料で提供しました。弁当のメニュー
を決めるに当たって、那覇市社会福祉協議会や地域で活動している団体を講師として招いて事
前講習会を開催し、ひとり親世帯の実態や、どのような食事が求められているのかなどを聞き
取りました。弁当には県産野菜を使用したり、郷土料理を取り入れたりする等の工夫もされて
います。弁当を食べた親子からは、「普段食べられないような食材が入っていて、彩りも鮮や
かでとても手の込んだお弁当でとても感動しました。」、「自分でも栄養の勉強をしたい。」等の
声があがりました。
また、令和３（2021）年度にはコロナ禍でもこども食堂のスタッフと子供たちが楽しく調

理の体験ができるように、食育レシピ動画や民謡のメロディーにのせた手洗い動画を製作し、
動画を使って、３か所のこども食堂とオンラインで同時につなぎ、調理実習を行いました。参
加した子供たちからは、「にんじんやたまねぎの切り方がわかった。」、「今日一緒にやったこと
を自分たちだけで作ってみたい。」などの声があり、子供たちの食の自立支援につながりました。
今後も大学と地域の人々が相互に交流し、地域の課題をともに考え、試行錯誤しながら課題

解決に向けた食の支援を続けていきます。

ひとり親世帯への弁当を作る学生 動画を使ったこども食堂での調理実習の様子

管理栄養士を目指す大学生によるこども食堂等の食支援活動
（第７回食育活動表彰　審査委員特別賞受賞）

沖縄大学管理栄養学科子ども食堂サポートチーム（沖縄県）
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